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２ オホーツクの森林・林業・木材産業の目指す姿 
 再生可能な森林資源を将来にわたって持続的に利用していくためには、植えて、育てて、
伐って、使って、また植える森林資源の循環利用の仕組みを確立する必要があります。こ
のため伐採後の適期・適切な更新・保育を実施するとともに、森林から産出された製品の
価値を高め、地域内外において利用し、森林に再投資することが求められます。 

オホーツク地域では森林資源の循環利用を目指し、適切な森林資源の管理と産出された
地域材のブランド化を進めます。 

 

 

【植える】【育てる】 

【広げる】 
 

【使 う】 
 

○ 林業・木材産業の担い手の確保・育成 
 ・道内外からの人材の確保・育成 
 

○ 森林資源の保続 
 ・造林未済地対策 
 ・適切な伐採・造林の検討 
○ 流域環境の保全 

○ 木育活動 
 ・指導者の養成 
 ・出前講座 
 ・森林環境教育 

○ 地域材の利用促進 
 ・住宅や中高層建築物、公共施 

設での利用 
 ・公共土木工事での利用 
 ・インテリアや食器等での利用 
 ・林地未利用材の利用 

○ 都市との交流 
 ・体験ツアー 
 ・カーボンオフセット 

地域で 

都市で 

○ 林地未利用材の利用 

○ 森林認証材の普及 
 ・マーケティング戦略の 

構築 
 ・首都圏などでの認証材 

の PR 

○ 森林認証の取得 
 ・認証制度の普及活動 
 ・継続的な取得促進 


